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研究成果の概要（和文）：乳がん患者の化学療法誘発性末梢神経障害（CIPN）を改善する目的で、血液循環を促
す新しい手技の「ハンドセラピー施術」を開発した。施術の効果を検討するためにタキサン系抗がん剤と微小管
の重合阻害薬で処置をうけた患者51名を対象に、CTCAEで、しびれによる日常生活への影響を調べた。施術前後
のしびれの評価はVAS 10 ㎝を使用した。しびれの部位は第1指から第4指の近位指節間関節から指先が多かっ
た。外来受診時に実施した20分間のハンドセラピー施術によって、しびれの度合いが比較的軽度から中程度の患
者で改善したことからCIPNにはハンドセラピー施術が有効であることが示された。

研究成果の概要（英文）：A new manual "hand therapy procedure" to stimulate blood circulation was 
developed to improve chemotherapy-induced peripheral neuropathy (CIPN) in breast cancer patients. To
 examine the effect of the procedure, 51 patients treated with taxane anticancer agents and 
microtubule polymerization inhibitors were examined by CTCAE to determine the impact of numbness on 
their daily lives. The VAS 10 cm was used to assess numbness before and after treatment. The most 
common site of numbness was from the proximal interphalangeal joints of the first to fourth fingers 
to the fingertips. The 20-minute hand therapy treatment performed at the time of the outpatient 
visit improved the degree of numbness in patients with relatively mild to moderate numbness, 
indicating that hand therapy is effective for CIPN.

研究分野： 抗がん剤による副作用軽減の改善研究開発

キーワード： 乳がん　抗がん剤副作用　化学療法誘発性末梢神経障害（CIPN）　ハンドセラピー　血行促進

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
乳がんの治療で使う抗がん剤の副作用に手足のしびれで感覚が鈍くなる末梢神経障害 (CIPN)がある。乳がんに
罹患する患者は家事や日常生活を営む上で困難が多い。痛みやしびれで感覚が鈍くなり、指先で熱さが感じにく
くなることで火傷や家事で包丁を使う際は指先を怪我する可能性がある。我々が確立した指先の血行を良くする
マッサージのハンドセラピー施術によって手指の血行は良くなり、しびれ症状を改善することが明らかとなっ
た。CIPNに悩む患者は多い。本研究で開発したハンドセラピー施術は、しびれ治療薬や改善策が無かった患者に
とってしびれ改善に寄与する一助になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

化学療法に伴う化学療法誘発性末梢神経障害（CIPN）のしびれは治療中の患者の QOL を低下

させる。しかし、しびれは主観的な有害事象であることから客観的に評価することが難しく、改

善方法も確立されていない。乳がんで使う薬のうち、しびれを引き起こすものはタキサン系の抗

がん剤や微小管の重合阻害が多い。これらの抗がん剤は末梢神経の軸索輸送を阻害するために、

しびれを引き起こされることが知られている。しびれに対する治療薬としてビタミン B6, B12, 

アミトリプチリン（三環系抗うつ薬）、ガバペンチン（抗けいれん剤）、牛車腎気丸（ゴシャジン

キガン）などが処方されるが臨床試験において有効性は示されていない。現在、しびれの対処法

として手足末梢部位に皮膚保護剤を塗布することや、手指を冷やすフローズングローブ、手術用

グローブを着用して手指を圧迫するサージカルグローブの報告がある。いずれも毛細血管の血

流減少と症状緩和に関連があると推測されているが、明確な対処法として確立されていない 1,2)。 

 2017 年、傷ついた細胞は「さする」ような物理的刺激を与えることで再生することが報告さ

れた。この報告をもとに本研究では抗がん剤によって傷ついた細胞を再生させるため CIPN の

しびれを緩和する技法としてマッサージに着目した。新しく考案したハンドセラピー施術は、傷

ついた神経細胞をリズミカルに刺激することで神経再生を促すことを目的とした方法である。 

２．研究の目的 

本研究は今まで注目されなかった化学療法後に感じるしびれの問題に着目し、われわれが独自

に考案した新たな医療技術であるハンドセラピーがしびれ改善に有効であることを明らかとす

る。 

３．研究の方法 

対象 

初発および再発の乳がん患者で手術前にタキサン系および微小管の重合阻害薬の抗がん剤治療

を初めて受け、外来に通院治療し手指のしびれを訴える患者 51名(図 1)。 

 



パッチテスト 

ハンドセラピー施術に同意した被験者にはハン

ドセラピー施術前にマカデミアナッツオイルの

パッチテストを実施した。 

除外基準 

施術前に直径20mm程度の範囲でマカデミアナッ

ツオイルを原液で塗布し、そのまま覆わない状

態で置き、5分後に塗布部位の皮膚の発疹、かゆ

みなどの皮膚反応が認められた場合は対象から

除外した。 

ハンドセラピー施術法 

ハンドセラピー施術は、一般社団法人日本フィトセラピー協会直営校のソフィアフィトセラピ

ーカレッジで認定されたセラピスト 1名がおこない、指先から肘まで撫でさする手法で片腕 7分

15 秒ずつおこなった 3)。①タオルで患者の肘から指先までをくるみ握る。②患者の手を施術者

の両手で包む ③各指の指から関節を上下につまみ動かす。 ④手首から肘までマッサージオ

イル３ml を塗布しながら軽擦を 3 回おこなう。 ⑤親指に少し圧をかけながら肘までさすり上

げ、軽擦しながら手首まで戻る施術を 3回おこなう。 ⑥手くるぶしの周囲を形作るように親指

で円を描くようにさする ⑦中手骨の間をさするように親指で往復させる。 ⑧指を 1 本ずつ

指先から根元に向かって円を描きながらさする。親指と人差し指の合谷あたりを押す。各指と指

の間を軽くつまんで引き抜く。 ⑨手のひらを両手で開き、両手親指で手の中央から左右に開く

ようにさする。 ➉手首から肘まで手のひらを密着させるようにさする。 ⑪両方の手のひらで

包むようにして指先から抜く。使用するハンドセラピーオイルは施術による皮膚摩擦を緩和す

る目的で施術者の両手になじませ、被験者の手指に塗布した。マカデミアナッツオイルは皮膚に

近い成分のパルミトレイン酸とオレイン酸を含むため、アレルギー反応が少ないことが報告さ

STAS-J  1-2 STAS-J  3-4 P
症例数 32 19

年齢
＜50歳 12 2 P=0.077
≧50歳 20 17
BMI
＜25 25 15 P=0.777
≧25 7 4
薬の種類
ドセタキセル 21 9 P=0.5019
パクリタキセル 7 9
ハラヴェン 4 1
リンパ廓清
無 17 4 P=0.05
有 15 15
発病（乳がん）経年
＜1年 7 3 P=0.86
≧1年 25 16
発症（しびれ）経年
＜1年 6 12 P＜0.05
≧1年 26 7
                                2x2 Chi square test   and   Fisher exact probability            

図 1. 患者背景と STAJ 分類 



れている。 

４．研究成果 

乳がん患者の化学療法誘発性末梢神経障害（CIPN）を改善する目的で、血液循環を促す新しい

ハンドマッサージ手技として開発された「ハンドセラピー施術」の効果を検討した。タキサン系

抗がん剤と微小管の重合阻害薬で処置をうけた 51 名を対象に、Common Terminology Criteria 

for Adverse Events (CTCAE)による Grades で、しびれによる日常生活への影響を調べた。施術

前後のしびれの評価は Visual Analogue Scale (VAS) 10 ㎝を使用し、しびれの部位、性状、発病

経年、しびれ経年、リンパ節郭清の有無に加え、増悪因子（どのような時間にしびれを感じるの

か）と軽快因子（増悪時の処置方法）の評価はがん疼痛の薬物療法に関するガイトライン「レス

キュードーズの効果と副作用」の評価シートを用いた。BMI、治療薬はカルテから検索した。平

均年齢は 54 歳、BMI は 25 未満 40 名、25 以上 11 名、乳がんの発病 1 年未満 10 名、1 年以上

41 名、しびれの発症 1 年未満 18 名、1 年以上 33 名、リンパ節郭清あり 30 名、なし 21 名であ

った。治療薬の種類はドセタキセル、パクリタキセル、ハラヴェンで、Grade 1～4 は、それぞ

れ 3 名、29 名、15 名、4 名であった。しびれの部位は第 1 指から第 4 指の近位指節間関節から

指先が多く、しびれの性状は正座のあとの強いしびれ感が 30 名、電気が走るようなピリピリし

たしびれ感が 8 名であった。外来受診時に実施した 20 分間のハンドセラピー施術によって、し

びれの VAS は、しびれの度合いが比較的軽度な 

Grade 2 で 4.3±1.7 から 1.7±1.1、日常生活動作

の制限があり、しびれの高度の症状がある Grade 3

で 4.4±1.9 から 1.9±1.1 に有意に低下し、しびれ

が改善したことを示した。以上の結果から、軽度か

ら中程度のしびれを感じる患者にハンドセラピー

施術は有効であることが示唆された(図 2)。 
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1) 中川貴之、抗がん薬による末梢神経障害の対処法と発現機序。ファルマシア 54(11):1050-
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図 2. ハンドセラピー施術前後の 
しびれ改善効果 
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